
     

 

 

 

 

高濃度にジアシルグリセロールを含む食品に関するワーキンググループの設置について 

                   (案) 

          （平成 年 月 日 食品安全委員会決定） 

 

 

１ 趣旨 

平成１７年９月２０日付けで厚生労働大臣から要請があった「高濃度にジアシルグリセ

ロールを含む食品の安全性」に係る食品健康影響評価については、新開発食品・添加物合

同専門調査会及び新開発食品・添加物専門調査会合同ワーキンググループで議論してきた

が、グリシドール脂肪酸エステルが不純物として高濃度に含まれていること等、様々な角

度からの評価が必要であるため、食品安全委員会に、審議内容を専門とする専門委員等の

参加を得て、高濃度にジアシルグリセロールを含む食品に関するワーキンググループ（以

下「ＷＧ」という。）を設置する。 

 

２ 構成及び運営 

（１）ＷＧは、委員長の指名する専門委員（別紙）により構成する。 

（２）ＷＧに座長を置き、ＷＧに属する専門委員の互選により選任する。 

（３）座長はＷＧの会議を招集し、議事をつかさどる。 

（４）座長に事故があるときは、ＷＧに属する専門委員のうちから座長があらかじめ指名

する者が、その職務を代理する。 

（５）座長が必要と認めた場合には、ＷＧに属する専門委員以外の有識者の参加を求める

ことができる。 

（６）ＷＧの会議、議事録等は原則として公開とするが、個人の秘密等が開示され特定の

者に不当な利益又は不利益をもたらすおそれがある場合においては、「食品安全委員会

の公開について」（平成１５年７月１日食品安全委員会決定）に準じて取り扱う。 

（７）ＷＧの調査審議の結果は、食品安全委員会に報告する。 

 

３ その他 

上記に定めるもののほか、ＷＧの運営に関し必要な事項は、座長がＷＧに諮って定める。 

 

 



     

 

（参考） 

これまでの経緯 

 

（１）平成 17 年９月２０日付けで厚生労働省が食品安全委員会に評価を要請した「高濃度

にジアシルグリセロールを含む食品の安全性」に係る食品健康影響評価については、

同年 9 月２２日の食品安全委員会において、新開発食品専門調査会を中心に他の専門

調査会の協力を得て審議することとされた。 
 

（２）厚生労働省から評価を要請された具体的内容は、主として高濃度にジアシルグリセ

ロールを含む食用油を被験物質とした発がんプロモーション作用に関する試験の結果

であった。このため、新開発食品専門調査会だけではなく、添加物専門調査会等の他

の専門調査会に所属する専門委員で、特に発がん性を専門とする者の参加も必要であ

ると考えられ、平成１７年９月２８日の新開発食品専門調査会及び同月３０日の添加

物専門調査会において、そうした専門委員から構成される合同ワーキンググループの

設置が了承された。合同ワーキンググループは、平成１７年１１月以降計５回の調査

審議を経て、平成２１年２月に知見を取りまとめた。 

 

（３）平成２１年３月、新開発食品・添加物合同専門調査会において、合同ワーキンググ

ループの取りまとめ結果が報告されたが、それ以降あらためて調査審議がなされてい

たところ、平成２１年７月、厚生労働省より上記の評価要請に関し、グリシドール脂

肪酸エステルに係る追加資料が提出された。これを受け、平成２１年８月及び９月に

開催された合同専門調査会においては、厚生労働省に対して追加資料の提出を指示し

た。 

 

（４）他方、平成２１年１０月に専門委員の改選が行われ、新開発食品専門調査会その他

の専門調査会において、合同ワーキンググループに参加した者を含む数名の専門委員

の変更があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高濃度にジアシルグリセロールを含む食品に関するワーキンググループ名簿

（案）

平成２２年６月１０日現在

（ 音順：敬称略）50

石塚真由美 （北海道大学大学院獣医学研究科教授）

石見佳子 （ 独）国立健康・栄養研究所食品保健機能プログラム（

リーダー）

井上和秀 （九州大学大学院薬学研究院長）

磯 博康 （大阪大学大学院医学系研究科教授）

今井田克己 （香川大学医学部教授）

梅村隆志 （国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター

病理部第一室長）

漆谷徹郎 （同志社女子大学薬学部教授兼薬学部長）

江馬 眞 （ 独）産業技術総合研究所安全科学研究部門招聘研究員）（

及川眞一 （日本医科大学内科学内分泌代謝部門教授）

尾崎 博 （東京大学大学院農学生命科学研究科教授）

久保田紀久枝 （お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授）

小堀真珠子 （ 独）農業・食品産業技術総合研究機構食品総合研究所（

食品機能研究領域機能性評価技術ユニット長）

清水 誠 （東京大学大学院農学生命科学研究科教授）

立松正衞 （中央労働災害防止協会日本バイオアッセイ研究センター

客員研究員）

頭金正博 （国立医薬品食品衛生研究所医薬安全科学部第二室長）

中江 大 （東京都健康安全研究センター環境保健部部長）

林 真 （ 財）食品農医薬品安全性評価センター長兼副理事長）（

本間正充 （国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター

変異遺伝部第一室長）



松井輝明 （日本大学医学部消化器内科講師）

三森国敏 （東京農工大学大学院共生科学技術研究院教授）

山崎 壮 （国立医薬品食品衛生研究所食品添加物部第二室長）

山添 康 （東北大学大学院薬学研究科教授）

山本精一郎 （ 独）国立がん研究センターがん対策情報センターがん（

情報・統計部がん統計解析室長）

吉田 緑 （国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター

病理部第二室長）

脇 昌子 （静岡市立静岡病院診療部長兼内分泌・代謝内科科長）

（専門参考人）

池上幸江 （大妻女子大学名誉教授）

菅野 純 （国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター

毒性部長）

高橋真美 （ 独）国立がん研究センター研究所がん予防基礎研究（

プロジェクト室長）

津田洋幸 （名古屋市立大学特任教授）

福島昭治 （中央労働災害防止協会日本バイオアッセイ研究センター

所長）

若林敬二 （静岡県立大学食品栄養科学部客員教授）
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